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発表演題名 福井県におけるヒト由来薬剤耐性菌の遺伝子解析と耐性遺伝子の伝播状況 

発表学会名 第 45回北陸公衆衛生学会 

発表者名 東方美保（保健衛生部） 

開催場所 福井市地域交流プラザ（アオッサ 6階） 

発表日時 平成 29年 11月 10日（金） 

発表内容 細菌が薬剤耐性を獲得する機序のうち、AmpC 型β-ラクタマーゼ過剰産

生、基質スペクトル拡張型β-ラクタマーゼの産生、カルバペネマーゼの産

生等によりセフェム系やカルバペネム系の薬剤耐性が獲得されるなど、遺

伝子変異や耐性遺伝子の獲得による薬剤耐性化が注目されている。さらに、

プラスミド性の遺伝子による耐性獲得の可能性がある AmpC 型β-ラクタマ

ーゼ、基質スペクトル拡張型β-ラクタマーゼ、カルバペネマーゼは、同一

菌種間だけでなく、菌種間を超えて容易に伝播するとされる。そこで、ヒ

ト由来薬剤耐性グラム陰性桿菌の複数の菌種について、福井県内における

同時期の薬剤耐性状況を調査し、β-ラクタマーゼ遺伝子を検索して薬剤耐

性遺伝子の伝播状況を解析した。 

平成 25年 4月～平成 26年 4月に福井県内の協力医療機関から提供され

たヒト由来薬剤耐性菌(グラム陰性桿菌)187 株について、ドライプレート

法で抗菌剤（17 剤または 19 剤）についての最少発育阻止濃度を測定し、

Clinical and Laboratory Standards Institute によるブレイクポイント

規定文書 M100-S22 により R（耐性）または I（中間）と判定される菌株を

薬剤耐性株とした。薬剤耐性株の占める割合は、セファロスポリン系第三

世代のセフタジジムでは 55／187 株（29.4%）、セファロスポリン系第四世

代のセフェピムでは 20／167株（12.0%）であり、カルバペネム系薬剤につ

いては、イミペネムで 32／167株（19.2%）、メロペネムで 20／167株（12.0%）

となった。カルバペネム系薬剤耐性株の多くがシュードモナス属等のブド

ウ糖非発酵菌群であり、腸内細菌科細菌は 11株のみであった。 

薬剤耐性遺伝子については、17 種類のβ-ラクタマーゼ遺伝子（カルバ

ペネマーゼ：IMP-1 型、IMP-2 型、VIM-2 型、KPC 型、NDM 型、GES 型の 6

種類、AmpC型β-ラクタマーゼ：MOX型、CIT型、DHA型、ACC型、EBC型、

FOX 型の 6種類、ESBL：CTX-M-1 group、CTX-M-2 group、CTX-M-9 group、

TEM 型、SHV型の 5種類）を PCR法で検索し、酵素阻害剤を用いたディスク

法等で酵素産生の可能性が高い 32株に絞り込んだ。多剤耐性を示す大腸菌

48株（平成 25年 4月～平成 28年 10月収集）と合わせた 80株について、



国立感染症研究所病原体ゲノム解析センターに依頼し次世代シークエンサ

ー解析による網羅的遺伝子配列解析を行いβ-ラクタマーゼ遺伝子検索を

実施した。カルバペネマーゼ遺伝子としては IMP-1型が 2株確認されたが、

最も警戒すべきカルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌ではなく、また “ス

ーパー耐性菌”などと呼ばれる海外由来の NDM型や KPC 型ではなかった。

他には、CTX-M型β-ラクタマーゼ遺伝子が延べ 53種類、TEM 型β-ラクタ

マーゼ遺伝子が延べ 18種類、SHV型β-ラクタマーゼ遺伝子が延べ 6種類、

AmpC型β-ラクタマーゼ遺伝子が延べ 9種類確認された。これらのβ-ラク

タマーゼ遺伝子については、菌種によって種類に偏りが見られ、腸内細菌

科細菌の菌種を超えた水平伝播と推定されるような症例は見いだせなかっ

た。また、多剤耐性を示す系統として世界的な広がりが問題となっている

大腸菌 O25：H4(MLSTが ST131で blaCTX-M-15獲得)を 4株確認した。 

 


